
年
末
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
は
、

顧
客
に
よ
る
教
育
ロ
ー
ン
の
ニ

ー
ズ
が
一
気
に
高
ま
る
時
期
で
あ
る
。

窓
口
に
も
相
談
に
訪
れ
る
顧
客
が
増
え

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

本
特
別
企
画
で
は
、
い
ま
教
育
ロ
ー

ン
の
利
用
顧
客
を
自
行
庫
で
獲
得
す
る

た
め
に
、
窓
口
で
は
ど
の
よ
う
な
取
組

み
が
必
要
か
、
ど
ん
な
声
か
け
・
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
な
ど
を

解
説
し
て
い
く
。

金
融
機
関
に
お
け
る

教
育
ロ
ー
ン
の
位
置
づ
け

近
時
の
金
融
機
関
に
お
け
る
教
育
ロ

ー
ン
の
位
置
づ
け
は
、
数
あ
る
個
人
向

け
ロ
ー
ン
の
中
で
も
順
位
が
低
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
い
っ
て
、

必
ず
し
も
熱
心
な
取
組
み
が
図
ら
れ
て

い
な
い
理
由
に
は
、
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ

双
方
の
要
因
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。

�
マ
ク
ロ
面
で
の
要
因

教
育
ロ
ー
ン
の
資
金
使
途
は
、
基
本

的
に
就
学
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め

就
学
者
数
の
多
寡
に
よ
っ
て
、
市
場
規

模
も
左
右
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
こ
の
結
果
、
高
等
教
育
機
関

（
大
学
）
へ
の
就
学
希
望
比
率
の
上
昇

分
以
上
に
対
象
人
口
が
下
降
す
る
事
態

が
み
ら
れ
て
い
る
（
大
学
進
学
率
は
５

年
連
続
で
上
昇
し
て
い
た
が
、
２
０
１

２
年
に
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
図
表

１
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
背
景
に
、
図
表

２
の
と
お
り
、
教
育
ロ
ー
ン
最
大
手
で

あ
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
以
下
、
公

庫
）
の
与
信
残
高
も
純
減
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

一
般
社
会
で
の
知
名
度
や
利
用
者
数

で
民
間
金
融
機
関
を
大
き
く
凌
駕
す
る

公
庫
で
す
ら
も
、
教
育
ロ
ー
ン
の
件

数
・
残
高
に
伸
び
悩
み
傾
向
が
み
ら
れ

る
中
に
あ
っ
て
は
、
民
間
金
融
機
関
が

苦
戦
し
な
い
ほ
う
が
不
思
議
だ
ろ
う
。

ま
た
教
育
ロ
ー
ン
は
、
与
信
一
件
当

た
り
で
住
宅
ロ
ー
ン
よ
り
も
金
額
が
小

さ
く
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
よ
り
も
実
収
金

利
が
低
く
な
る
。
そ
う
し
た
収
益
性
の

低
さ
も
、
推
進
が
後
手
に
回
る
事
情
に

つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
前
に

ま
ず
奨
学
金
を
検
討

�
ミ
ク
ロ
面
で
の
要
因

就
学
者
本
人
や
家
族
・
親
族
等
が
学

費
を
用
意
で
き
な
い
場
合
に
は
、
外
部

か
ら
の
資
金
調
達
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
こ
の
際
に
最
初
に
検
討

す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
奨
学
金
」
と

な
る
。

代
表
的
な
運
営
機
関
で
あ
る
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が
取
り
扱

う
奨
学
金
事
業
は
、
著
し
く
伸
び
て
い

る
。
無
利
子
奨
学
金
は
ほ
ぼ
同
一
な
が

ら
、
有
利
子
奨
学
金
は
、
平
成
１５
年
度

の
３
４
０
５
億
円
か
ら
２５
年
度
の
９
０

７
０
億
円
と
、
約
２
・
６
倍
に
拡
大
し

た
。
近
年
も
、
利
用
希
望
者
は
一
貫
し

て
増
え
続
け
て
い
る
。

就
学
対
象
年
齢
層
全
体
の
減
少
は
、

受
入
機
関
で
あ
る
大
学
ほ
か
高
等
教
育

機
関
の
運
営
（
つ
ま
り
は
経
営
）
に
、

よ
り
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
有
り

体
に
い
え
ば
、�
定
員
割
れ
�
の
事
態

を
何
と
し
て
も
避
け
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
学
生
を
め
ぐ
る
獲
得
競
争

も
激
し
い
。

生
き
残
り
の
た
め
の
差
別
化
を
志
向

す
る
中
で
、
学
生
に
対
す
る
授
業
料
等

の
貸
付
を
（
外
部
提
携
形
態
で
は
な

く
）
本
体
で
取
り
扱
う
私
立
大
学
も
す

で
に
出
始
め
て
い
る
。
北
里
・
芝
浦
工

業
・
成
蹊
・
中
央
・
中
京
・
東
京
電

機
・
同
志
社
・
立
命
館
・
龍
谷
・
早
稲

田
大
学
（
五
十
音
順
）
な
ど
だ
。

こ
れ
に
伴
い
、
民
間
金
融
機
関
の
与

信
は
自
ず
と
伸
び
悩
む
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
が
、
金
融
機
関
側
の

教
育
ロ
ー
ン
推
進
に
あ
た
っ
て
の
心
理

的
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

教
育
ロ
ー
ン
推
進
の
た
め

実
践
す
べ
き
こ
と

全
般
と
し
て
低
調
な
傾
向
に
あ
る
教

育
ロ
ー
ン
を
テ
コ
入
れ
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
主
た
る
販
売
担
当
者
と
な
る

営
業
店
の
行
職
員
の
能
力
、
つ
ま
り
は

知
識
・
意
欲
双
方
の
向
上
が
不
可
欠
に

な
る
と
考
え
ら
れ
た
い
。

�
知
識
面
の
テ
コ
入
れ

商
品
の
推
進
に
は
、
知
識
面
の
不
安

を
解
消
さ
せ
る
こ
と
が
当
然
に
必
要
で

あ
り
、
教
育
ロ
ー
ン
も
こ
の
例
外
で
は

な
い
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お

り
だ
。

○ア
公
庫
と
所
属
金
融
機
関
の
商
品
性
の

違
い
を
理
解
す
る

知
名
度
・
浸
透
度
の
高
い
公
庫
の
ロ

ー
ン
が
存
在
す
る
以
上
、
顧
客
へ
の
紹

�執筆�
林 弘人

（金融・証券アナリスト）

図表１ 大学就学者推移

�×�

６１万３３９７人

６０万５１３９人

出所：文部科学省『学校基本調査』より抜粋・加工

図表２ 公庫取扱「教育貸付」動向

貸付残高
（億円）

１０，３５９

９，７５０

９，３２７

９，０３６

８，６９５

出所：日本政策金融公庫

�大学進学率

４７．２％

５０．８％

新規貸付

金額
（億円）

１，７８６

１，５８１

１，７２７

１，７４７

１，５７７

�１８歳人口

１２９万９５７１人

１１９万１２２０人

件数
（万件）

１４．０

１２．４

１２．６

１２．７

１１．７

２００７年

２０１２年

２００７年度

２００８年度

２００９年度

２０１０年度

２０１１年度

●
特
別
企
画
●

い
ま
窓
口
で
実
践
しし
たた
いい

「
教
育
ロ
ー
ン
」の

獲
得
ノ
ウ
ハ
ウ

●
メ
イ
ン
化
実
現
の
た
め
に
必
要
な
着
眼
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
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